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「明
る
く 

優
し
く 

敬
意
を
も
って
」 

宇
部
幸
楽
苑 

支
援
相
談
員 

有
吉 

真
彦 

 

２
０
２
６
年
２
月
８
日
の
衆
議
院
議
員
選
挙
に
て
、
自
民
党

の
歴
史
的
圧
勝
に
終
わ
っ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
と
思
い
ま

す
。
２
月
１
８
日
に
は
高
市
早
苗
首
相
が
第
１
０
５
代
内
閣
総

理
大
臣
に
選
出
さ
れ
、
第
２
次
高
市
内
閣
を
発
足
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
で
は
初
め
て
の
女
性
首
相
と
な
り
、
所
信
表
明
演
説
で 

「
赤
字
に
苦
し
む
医
療
機
関
や
介
護
施
設
へ
の
対
応
は
待
っ
た

な
し
で
あ
る
」
と
医
療
・
介
護
現
場
の
経
済
対
策
に
も
触
れ
ら

れ
ま
し
た
。
現
在
介
護
業
界
が
抱
え
る
課
題
は
、
働
い
て
い
る

私
た
ち
が
一
番
感
じ
て
い
る
問
題
で
、
高
市
首
相
の
言
葉
は
明

る
い
希
望
が
み
え
た
瞬
間
で
し
た
。 

 
介
護
業
界
の
課
題
と
し
て
は
、 

① 
２
０
２
５
年
問
題
・
２
０
４
０
年
問
題
に
よ
る
要
介
護
者

の
増
加
（
２
０
２
５
年
に
団
塊
の
世
代
が
７
５
歳
以
上
に

な
っ
た
。
２
０
４
０
年
に
は
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
が
高
齢

者
と
な
る
） 

② 

介
護
人
材
不
足
（
薄
給
、
激
務
で
労
働
条
件
の
マ
イ
ナ
ス

イ
メ
ー
ジ
で
敬
遠
さ
れ
る
） 

③ 

介
護
施
設
倒
産
の
増
加
（
物
価
高
、
人
材
不
足
、
収
益
性

の
悪
化
な
ど
） 

④ 

老
老
介
護
・
認
認
介
護
（
老
老
介
護
と
は
６
５
歳
以
上
の

高
齢
者
が
６
５
歳
以
上
の
高
齢
者
を
介
護
。
認
認
介
護
と

は
認
知
症
を
患
っ
た
高
齢
者
が
認
知
症
の
方
を
介
護
し
合

っ
て
い
る
状
態
） 

⑤ 

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
問
題
（
１
８
歳
未
満
の
未
成
年
が
家
族

を
介
護
す
る
） 

⑥ 

社
会
保
障
財
源
の
不
足
（
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
介
護
費

用
や
医
療
費
が
か
さ
み
財
源
確
保
が
困
難
） 

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

  

                

し
か
し
、
介
護
業
界
も
問
題
解
決
に
は 

① 

介
護
Ｄ
Ｘ
に
よ
る
業
務
効
率
化
・
生
産
性
向
上
（
Ⅰ
Ｃ

Ｔ
の
活
用
・
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
見
守
り
セ
ン
サ
ー
な
ど
） 

② 

介
護
職
員
の
待
遇
改
善 

③ 

介
護
職
の
社
会
的
地
位
の
向
上 

④ 

介
護
職
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
（
職
員
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
、
相
談
窓
口
の
設
置
な
ど
） 

⑤ 

雇
用
形
態
の
種
類
の
増
加
（
正
社
員
だ
け
で
な
く
、
パ

ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
） 

 
 

で
対
応
し
て
お
り
ま
す
。 

２
０
２
６
年
度
、
介
護
保
険
制
度
に
は
２
つ
動
き
が
あ
り

ま
す
。 

１
つ
目
は
、
高
市
内
閣
に
よ
る
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
。 

２
つ
目
は
、
「
介
護
情
報
基
盤
」
（
介
護
に
関
す
る
情
報

を
電
子
的
に
閲
覧
・
共
有
で
き
る
仕
組
み
）
が
完
了
し
た
市

町
村
か
ら
順
次
利
用
で
き
る
見
込
み
で
す
。 

＊
本
格
的
運
用
は
２
０
２
８
年
４
月
１
日
の
予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

 

今
後
、
介
護
を
取
り
巻
く
環
境
が
ど
の
よ
う
な
方
向
に
向

か
っ
て
い
く
か
は
実
際
の
と
こ
ろ
分
か
り
ま
せ
ん
。
介
護
を

必
要
と
さ
れ
る
方
は
も
ち
ろ
ん
、
介
護
を
す
る
者
も
報
わ
れ

る
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
社
会
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。 

 

参
考
文
献
：
ｔ
ｙ
ｔ
ｏ
ｃ
ａ
ｒ
ｅ
（
介
護
業
界
が
直
面
す
る
課
題
と
取
る

べ
き
対
策
を
詳
し
く
解
説
） 
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「徒
然
な
る
ま
ま
に…

」 2
階 

看
護
師 

 

山
崎 

佳
代
子 

私
に
は
二
つ
の
趣
味
が
あ
り
ま
す
。 

一
つ
目
は
プ
ロ
野
球
観
戦
で
す
。
我
が
家
は
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス

と
広
島
カ
ー
プ
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
広
島
球
場
や
甲
子
園
球
場

に
見
に
行
き
、
応
援
す
る
の
が
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
フ
ァ
ン
の

応
援
は
勝
っ
て
い
る
時
に
は
周
り
の
お
客
さ
ん
達
と
ハ
イ
タ
ッ

チ
し
、
一
体
感
が
生
ま
れ
ま
す
。
負
け
て
い
る
時
は
ヤ
ジ
が
飛
び

ま
す
。
こ
れ
が
ま
さ
に
愛
と
憎
で
し
ょ
う
か
？(

笑) 

。
最
近
広

島
カ
ー
プ
は
低
迷
し
て
い
ま
す
が
、
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
は
優
勝
し

て
い
る
の
で
と
て
も
楽
し
い
で
す
。 

私
は
野
球
好
き
で
中
学
生
の
時
に
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属

し
、
毎
日
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
バ
ッ
ト
を
振
り
回
し
て
い
ま
し
た

(

笑) 二
つ
目
は
御
朱
印
集
め
で
す
。 

そ
れ
ぞ
れ
の
神
社
に
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
御
朱
印
が
あ
る
の
で
、

毎
月
参
拝
し
て
廻
り
ま
す
。
特
に
２
月
29
日
の
４
年
に
一
度
や
、

11
月
29
日
の
い
い
福
の
日
に
は
、
下
関
の
亀
山
八
幡
宮
で
そ
の

日
限
り
の
御
朱
印
が
い
た
だ
け
ま
す
。
山
口
県
内
だ
け
で
な
く
特

に
京
都
の
御
朱
印
集
め
は
と
て
も
楽
し
い
で
す
。
で
も
、
御
朱
印

に
は
お
金
が
掛
か
り
、
私
は
御
朱
印
貧
乏
で
す(

笑) 

こ
ん
な
に
参
拝
し
て
い
る
の
で
す
か 

ら
神
様
ど
う
か
ど
う
か
、
私
の
お
願
い 

(

お
金
持
ち
に
な
り
た
い)

を
叶
え
て
く 

だ
さ
い(

笑) 

「防
災
訓
練
」 

 

こ
の
度
、
幸
楽
苑
で
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。 

毎
年
こ
の
時
期
に
行
い
ま
す
。
実
際
に
参
加
す
る
職
員
は
役
割
の
把
握
や
、
多
く
の
職
員
の
見
学
が
あ
る

の
で
緊
張
し
ま
す
。 

今
回
は
火
災
訓
練
で
し
た
が
、
い
ず
れ
来
る
と
い
わ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
を
は
じ
め
、
様
々
な

災
害
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
日
頃
か
ら
消
火
器
の
場
所
、
消
防
設
備
の
使
い
方
な
ど
を
把
握
し
、

見
つ
め
直
す
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。 

皆
様
も
こ
れ
を
機
会
に
一
度
防
災
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

 


